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研究成果の概要（和文）：本研究は、肉用鶏における孵化後の飼料給与の開始の遅れが出荷時の鶏肉の品質（脂
質過酸化物量）を低下させる作用機序の解明とその軽減方法の探索を目的とした。ブロイラー初生ヒナへの飼料
給与開始の遅れが、骨格筋中のCu/Zn-SODおよびMn-SOD mRNAの発現量を低下させ、結果的に脂質過酸化を増加さ
せることを明らかにした。続いて、ブロイラーの骨格筋において脂質過酸化物量の低減作用を持つ飼料資材（ニ
ーム葉水抽出物、オロト酸、タンカン摘果果実）を検討した。加えて、孵化後の飼料給与開始を遅らせたヒナを
暑熱環境下で飼育すると、脂質過酸化度に暑熱と飼料給与開始の遅れの交互作用が認められることを明らかにし
た。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to investigate effects of delaying post-hatch 
feeding on meat quality of broiler chickens. In this study, we found that the delaying post-hatch 
feeding reduces the mRNA levels of Cu/Zn-SOD and Mn-SOD, consequently affecting muscle lipid 
peroxidation in chicks during subsequent growth. The effects of supplementation with “dried neem 
leaves extract”, “orotic acid”, or “thinned Citrus tankan Hayata” on lipid peroxidation in 
broiler chickens were examined, respectively. Furthermore, we examined the effects of the delaying 
post-hatch feeding on heat tolerance of broiler chickens kept under 14 days of cyclic HT condition. 
There was a significant interaction on plasma lipid peroxidation levels between the delayed feeding 
and the cyclic HT.

研究分野： 栄養化学、飼料化学

キーワード： 食肉品質　脂質過酸化　酸化ストレス　暑熱環境　飼料資材
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研究成果の学術的意義や社会的意義
鶏肉の品質を向上し、「強みのある畜産物」を生産・供給することを目的とした研究として、「呈味成分に優れ
た銘柄地鶏・銘柄鶏の作出」が我が国では勢力的に行われている。一方、家畜から生産される畜産物には、品質
のばらつきが生じることが自明であるが、畜産物の品質のばらつきを生じさせる原因についての研究は十分とは
言えない。
生後早期の栄養状態が畜産物の品質のばらつきを生じさせる原因となり得ること、ならびにその軽減方法を示し
た本研究の成果は、畜産物品質の均一性を高める飼養管理技術の基盤情報として利用されると期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
我が国における畜産をめぐる情勢は、国際環境の変化(経済連携交渉の進展や飼料原料価格 の
上昇など)および消費者ニーズの多様化(少子高齢化や健康志向の高まりなど)を受け、日々 刻々
と変化している。今後は、これまで以上に「品質」および「価格」の面で「強みのある畜 産物」
を安定的に供給することが求められている。近年では、畜産物の品質を向上させる方策 として、
畜産物の呈味成分や機能性成分の増強などの数多くの取組が試みられ、銘柄家畜・銘 柄食肉が
作出されている。 
一方、家畜の生産現場では、個体の遺伝的能力や飼養環境により家畜の成長速度や乳肉卵など
の生産能力に個体差が生じることは周知の事実であるが、畜産物の品質のばらつきについての
研究は、十分に行われているとは言えない。 
我が国では、鶏肉の消費量が増加傾向にあるが、その一方で肉用鶏のヒナを生産する孵化場の
戸数は年々減少している。孵化場数が減少し、集約化が進むと、孵化場から生産農場までのヒナ
の輸送時間が増加する可能性が考えられる。一方、孵化直後のヒナは、腹腔内に残存した卵黄嚢
由来の栄養素を生命の維持に必要なエネルギーとして利用できるため、一般的に孵化場から生
産農場での輸送期間中の飼料給与は必須とされていない。 
近年では、早期の飼料摂取が重要視されており、孵化後のヒナに対する飼料給与の開始時期と
成長速度との関連が明らかにされつつある。一方、孵化後の飼料給与の開始時期と「鶏肉の品質」
との関連を科学的に検証した事例は少ない。鶏肉の品質低下の原因として、脂質過酸化物量の増
加が広く知られているが、飼料給与の開始時期の違いが鶏肉中の脂質過酸化物量に及ぼす影響
は調べられていない。 
申請者らは、肉用鶏ヒナの孵化後の飼料給与の開始を実験的に 48 時間遅らせると、出荷日齢 
の骨格筋において抗酸化酵素の遺伝子発現が低下し、脂質過酸化物量の増加、ドリップロスの 
増加、ならびに味覚特性の変化(うま味の低下)が起こることを見出した。 
 
２．研究の目的 
本研究では、肉用鶏における孵化後の飼料給与の開始の遅れ(一般的には、孵化場から生産 農
場での輸送期間の長期化)が出荷時の鶏肉の品質(脂質過酸化物量)を低下させる作用機序 の解明
とその軽減方法の探索を目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
(1)ブロイラー初生ヒナへの飼料給与開始の遅れが浅胸筋中の脂質過酸化および抗酸化酵素の 
mRNA 発現量に及ぼす影響 
1日齢ブロイラー(チャンキー系 ROSS308 オス)48 羽を対照区と遅延区の 2 区に分けた。対 

照区には 1 日齢から飼料給与を開始し、遅延区には 48 時間の絶食させた後に飼料給与を開始
した。両区ともに 0、2、4、ならびに 13 日齢時で 6 羽ずつと鳥・解体した。 
 

(2)ブロイラーの骨格筋において脂質過酸化物量の低減作用を持つ飼料資材の検討  
(2-1) ニーム葉水抽出物(DWEN)の給与がブロイラー骨格筋の脂質過酸化度に与える影響 
21日齢のブロイラー(チャンキーROSS308 オス)24 羽を対照区、DWEN0.5%添加区、DWEN2.0% 添
加区の 3 区に分けた。21 日齢から 14 日間給与し、35 日齢時にと鳥・解体した。 
 

(2-2)オロト酸の給与がブロイラー骨格筋の脂質過酸化度に与える影響 
15日齢のブロイラー(チャンキーROSS308 オス)16 羽を対照区およびオロト酸添加区の 2 区 
に分けた。15 日齢から 14 日間給与し、28 日齢時にと鳥・解体した。 
 
(2-3) タンカン(Citrus tankan Hayata)の摘果果実の給与がブロイラー骨格筋の脂質過酸 化度
に与える影響 
15日齢のブロイラー(チャンキーROSS308 オス)30 羽を対照区、タンカン摘果果実 2.0%区、 

タンカン摘果果実 4.0%区の 3 区に分けた。15 日齢から 14 日間給与し、28 日齢時にと鳥・
解体した。タンカン摘果果実は、通風乾燥後に粉末化したものを用いた。 
 

(3)暑熱環境下で飼育したブロイラーの骨格筋において脂質過酸化物量の低減作用を持つ飼料 
資材の検討 
(3-1) ニーム葉水抽出物(DWEN)の給与が暑熱環境下のブロイラー骨格筋の脂質過酸化度に 与え
る影響 
14日齢のブロイラー(チャンキーROSS308 オス)24 羽を対照区および DWEN2.0%添加区の 2 区
に分けた。各区の半数(6 羽)には 1 日あたり 8 時間の暑熱曝露(35±1°C)を行った。28 日齢



 

 

時にと鳥・解体した。 
 
(3-2) オロト酸の給与が暑熱環境下のブロイラー骨格筋の脂質過酸化度に与える影響 
14日齢のブロイラー(チャンキーROSS308 オス)24 羽を対照区およびオロト酸添加区の 2 区
に分けた。各区の半数(6 羽)には 1 日あたり 8 時間の暑熱曝露(35±1°C)を行った。28 
日齢時にと鳥・解体した。 
 
(4)飼料給与開始の遅れが暑熱環境下での骨格筋の抗酸化酵素の遺伝子発現量および 脂質過酸
化物量に及ぼす影響 
1日齢ブロイラー(チャンキー系 ROSS308 オス)24 羽を対照区と遅延区の 2 区に分けた。対 

照区には 1 日齢から飼料給与を開始し、遅延区には 48 時間の絶食させた後に飼料給与を開始
した。14 日齢から各区の半数(6 羽)には 1 日あたり 8 時間の暑熱曝露(35±1°C)を行った。
28日齢時にと鳥・解体した。 
 
 
 
４．研究成果 
(1)ブロイラー初生ヒナへの飼料給与開始の遅れが浅胸筋中の脂質過酸化および抗酸化酵素の 
mRNA 発現量に及ぼす影響 
2、4 ならびに 13 日齢時点において、孵化後の飼料給与の開始を実験的に 48 時間遅らせた

遅 延区の骨格筋の脂質過酸化レベルは対照区と比較して有意に高かった。一方、遅延区の 
Cu/Zn-SOD および Mn-SOD mRNA 発現量は対照区と比較して有意に低かった。これらの結果より、 
孵化後の飼料給与開始の遅れは、骨格筋中の Cu/Zn-SOD および Mn-SOD mRNA の発現量を低下
さ せ、結果的に脂質過酸化を増加させる可能性が示唆された。 
 

(2)ブロイラーの骨格筋において脂質過酸化物量の低減作用を持つ飼料資材の検討 (2-1) ニー
ム葉水抽出物(DWEN)の給与がブロイラー骨格筋の脂質過酸化度に与える影響 
14日間の試験期間中の増体量、飼料摂取量、飼料要求率、ならびに試験終了時の体重および 組

織重量には DWEN 添加の影響は認められなかった。一方、DWEN2.0%添加飼料の給与は、ブロイ 
ラー骨格筋中の脂質過酸化度およびドリップロスを有意に減少させた。さらに、DWEN2.0%添加 
飼料の給与は、Cu/Zn-SOD、Mn-SOD、GPX7、catalase の mRNA 発現量を有意に増加させた。 
 
(2-2) オロト酸の給与がブロイラー骨格筋の脂質過酸化度に与える影響 
14 日間の試験期間中の増体量、試験終了時の体重および組織重量にはオロト酸添加の影響は 

認められなかった。有意差はなかったものの飼料摂取量が減少し、飼料要求率が改善した。ま た、
オロト酸添加飼料の給与は、有意差はなかったものブロイラーの脂質過酸化度を低下させ 
た。 
 
(2-3) タンカン(Citrus tankan Hayata)の摘果果実の給与がブロイラー骨格筋の脂質過酸 化度
に与える影響 
14 日間の試験期間中の増体量、飼料摂取量ならびに試験終了時の体重および組織重量にはタ 

ンカン摘果果実の飼料給与の影響は認められなかったが、飼料要求率は 4.0%添加区で有意に高 
くなった。 一方、骨格筋の脂質過酸化度は、タンカン摘果果実の飼料添加により有意に低下し 
た。ドリップロスは、タンカン摘果果実の飼料添加濃度に依存して低下し、4.0%添加区におい て
有意に低くなった。 
 

(3)暑熱環境下で飼育したブロイラーの骨格筋において脂質過酸化物量の低減作用を持つ飼料 
資材の検討 
(3-1) ニーム葉水抽出物(DWEN)の給与が暑熱環境下のブロイラー骨格筋の脂質過酸化度に 与え
る影響 
暑熱環境は、ブロイラーの増体量、飼料摂取量、試験終了時の体温、体重、および骨格筋重 量
に有意な影響を与えた。一方、DWEN の飼料添加は、適温ならびに暑熱環境下において飼養成 績
に対する影響は認めらなかったが、骨格筋重量に対する有意な影響が認められた。一方、暑 熱
感作は骨格筋の脂質過酸化度を増加させたが、DWEN の飼料添加はこれを緩和した。 
 
(3-2) オロト酸の給与が暑熱環境下のブロイラー骨格筋の脂質過酸化度に与える影響  
適温ならびに暑熱環境下において飼養成績に対するオロト酸の効果は認められなかった。一 
方、暑熱感作は骨格筋の脂質過酸化度を増加させたが、オロト酸給与はこれを緩和した。 
 
(4)飼料給与開始の遅れが暑熱環境下での骨格筋の抗酸化酵素の遺伝子発現量および 脂質過酸
化物量に及ぼす影響 
孵化後の飼料給与の開始を実験的に 48 時間遅らせた遅延区では、暑熱感作を開始した 14 日 



 

 

齢時点の体重が対照区に対して有意に軽かった。暑熱環境および飼料給与開始の遅れは、ブロ 
イラーの試験終了時の体温、骨格筋重量、血漿ならびに骨格筋の脂質過酸化度に有意な影響を 
与えた。血漿中の脂質過酸化度には、暑熱環境と飼料給与開始の遅れの交互作用が認められた。 
これらの結果より、孵化後の飼料給与開始の遅れは、暑熱環境下で認められる脂質過酸化度の 
増加をさらに増悪させる可能性が示唆された。 
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